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昭 和38 年 度予 算 き ま る

一般会計総額25億4 千8 百万円
昭
和
三
十
八
年
度
予
算
が
去
る

三
月
十
五
日
の
第
一
回
定
例
区
議

会
で
議
決
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
規
模
は
、
一
般
会
計
当
初

予
算
二
〇
億
七
七
七
万
余
円
、
第

一
次
追
加
予
算
五
億
四
〇
四
二
万

余
円
で
一
般
会
計
合
計
二
五
億
四

八
二
〇
万
余
円
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
当
初
予
算
四
億
九
二
九

七
万
余
円
、
質
屋
事
業
会
計
当
初

予
算
二
四
八
〇
万
余
円
で
予
算
総

額
は
、
三
〇
億
六
五
九
七
万
八
二

〇
九
円
で
す
。

こ
の
内
一
般
会
計
予
算
を
前
年

度
同
期
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

一
億
二
五
九
七
万
二
〇
六
三
円
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
当
初
予
算
の
編
成
は
、

現
在
地
方
財
政
制
度
の
改
革
お
よ

び
都
区
間
の
行
政
事
務
の
再
配
分

に
つ
い
て
審
議
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
既

定
の
事
務
事
業
の
執
行
に
要
す
る

年
間
必
要
限
度
額
を
予
算
化
し
、

新
規
経
費
に
つ
い
て
は
、
改
選
に

よ
る
新
議
会
成
立
等
諸
般
の
決
定

を
ま
っ
て
、
追
加
予
算
に
計
上
す

る
方
針
で
す
。
以
上
の
方
針
に
基

い
て
決
定
し
た
当
初
予
算
お
よ
び

第
一
次
追
加
予
算
の
各
款
別
計
上

額
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ

ら
の
経
費
を
賄
う
財
源
と
し
て

は
、
所
得
水
準
の
向
上
お
よ
び
人

口
増
等
に
伴
う
区
税
収
入
、
国
、

都
か
ら
の
交
付
金
、
事
務
事
業
に

伴
う
使
用
料
お
よ
び
手
数
料
、
都

か
ら
の
財
政
調
整
交
付
金
、
そ
の

他
雑
収
入
等
の
財
源
を
見
込
み
ま

し
た
。

歳
出
の
主
な
事
務
事
業
に
つ
い

て
説
明
い
た
し
ま
す
と
、

一
般
会
計
で
は

土
木
費
…
…
公
園
二
一
カ
所
の

昭和38年度当初第1 次追加予算( 一般会計)

歳 入 歳 出
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維
持
管
理
費
九
九
〇
万
円
、児
童

遊
園
六
四
カ
所
の
管
理
費
二
四
九

万
円
、街
路
灯
(
六
三
八
七
灯
)

の
維
持
費
一
二
七
四
万
円
、民
間

設
置
の
防
犯
灯
に
対
す
る
補
助
費

(
三
四
八
九
灯
)
三
四
八
万
円
、

路
面
補
修
費
二
二
カ
所
分
一
億
七

〇
万
円
、雪
見
橋
(
台
橋
)
外
三

橋
の
架
替
工
事
費
八
五
五
万
円
、

側
溝
改
修
費
一
二
カ
所
分
七
二
三

万
円
、
水
路
の
改
修
費
一
五
カ
所

分
一
億
六
五
〇
〇
万
円
、
排
水
場

二
七
カ
所
の
管
理
費
三
一
五
五
万

円
、
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
助

成
費
一
〇
〇
万
円
。

教
育
費
…
…
…
中
学
校
二
四
校

(
分
校
を
含
む
)
の
運
営
経
費
八

四
〇
七
万
円
、中
学
二
年
生
(
全

員
)
用
一
人
机
、椅
子
の
購
入
費

二
一
三
八
万
円
、中
学
校
の
特
別

教
室
充
実
費
八
一
〇
万
円
、小
学

校
四
九
校
(
分
校
を
含
む
)
の
運

営
経
費
一
億
二
一
〇
九
万
円
、小

学
校
五
年
全
学
級
に
子
テ
レ
ビ
を

設
置
す
る
経
費
七
九
四
万
円
、
特

殊
学
級
二
四
学
級
の
運
営
費
三
五

八
万
円
、
給
食
費
支
払
困
窮
者
に

対
す
る
扶
助
費
四
三
一
八
人
分
一

九
五
二
万
円

、
前
年
度
建
設
し
た

日
光
林
間
学
園
の
浴
場
用
ボ
イ
ラ

ー
、
渡
り
廊
下
の
追
加
工
事
お
よ

び
調
度
備
品
費
等
七
七
〇
万
円
、

不
健
全
な
生
活
環
境
に
あ
る
児
童

生
徒
を
収
容
し
健
全
生
活
を
営
な

ま
せ
る
た
め
の
施
設
「
健
全
の

家
」
の
運
営
費
三
四
〇
万
円
、
小

中
学
校
の
校
庭
整
備
費
二
〇
校
分

二
〇
〇
〇
万
円
、
学
校
プ
ー
ル
建

設
費
(
区
単
独
事
業
新
設
一
基
お

よ
び
都
失
対
事
業
新
設
二
基
の
給

排
水
、
更
衣
室
等
の
附
帯
工
事
)

一
五
五
八
万
円
、
図
書
館
三
館
の

運
営
費
五
五
三
万
円
、
青
年
館
の

運
営
費
一
七
四
万
円
。

民
生
事
業
費
…
…
「
町
を
き
れ

い
に
す
る
運
動
」
の
推
進
費
お
よ

び
事
業
費
六
七
七
万
円
、
青
少
年

不
良
化
防
止
運
動
の
助
成
費
一
五

〇
万
円
、
保
育
園
六
カ
所
の
運
営

費
一
一
八
七
万
円
。

産
業
経
済
費
…
…
中
小
企
業
者

に
対
す
る
夏
季
お
よ
び
年
末
の
融

資
事
業
費
四
五
一
七
万
円
、
農
業

委
員
会
お
よ
び
農
産
奨
励
等
に
要

す
る
対
策
費
四
六
六
万
円
。

そ
の
他
文
化
会
館
の
運
営
費
二

九
七
万
円
、
育
英
資
金
貸
付
費
(

高
校
生
四
六
人
大
学
生
一
一
人
)

一
六
二
万
円
、
千
住
、
西
新
井
両

消
防
団
の
器
材
充
実
助
成
費
一
〇

〇
万
円
等
で
あ
り
ま
す
。

第
一
次
追
加
予
算
は
、
都
か
ら

の
交
付
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、

小
中
学
校
の
校
舎
(
増
改
築
鉄
筋

七
〇
教
室
)
と
屋
内
体
操
場
(
四

校
)
の
建
設
費
に
五
億
三
四
二
八

万
円
お
よ
び
都
議
会
議
員
、
都
知

事
、
区
議
会
議
員
、農
業
委
員
会

委
員
等
の
選
挙
執
行
費
に
六
一
四

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

次
に
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

ま
す
と
、
八
五
三
〇
万
円
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

被
保
険
者
の
受
診
回
数
増
に
よ
り

医
療
費
が
増
加
し
た
た
め
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
予
算
中
主
な
も
の
を

説
明
い
た
し
ま
す
と
、
保
険
事
業

の
主
た
る
目
的
で
あ
る
療
養
給
付

費
、
助
産
費
、
葬
祭
費
等
の
保
険

給
付
費
が
四
億
三
一
五
九
万
円
で

総
予
算
額
の
八
八
%
を
占
め
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
無
料
健
康
相
談

の
実
施
や
、
保
健
衛
生
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
の
作
成
費
に
一
一
七
万
円
、

健
康
家
庭
表
彰
費
に
七
六
万
円
、

保
険
事
業
の
趣
旨
普
及
費
に
七
五

万
円
を
計
上
し
、
被
保
険
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
と
事
業
の
円
滑
な
遂
行

を
期
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
足
立
区
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
が
か
わ
り
、

一
、
結
核
予
防
法
の
適
用
を
う
け

る
医
療
に
つ
い
て
は
、
本
人
負
担

分
の
費
用
を
全
部
国
保
で
給

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
、
精
神
衛
生
法
の
適
用
を
う
け

る
保
護
入
院
費
用
は
、公
費
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、そ
の
世
帯
の
支
払
能

力
に
よ
っ
て
は
、
全
額
ま
た
は

一
部
の
費
用
を
負
担
す
る
場
合

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
ん

ど
の
改
正
で
、
本
人
が
支
払
っ

た
費
用
は
、
申
請
に
基
き
全
額

療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

三
、
保
険
料
の
均
等
割
が
五
百
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

☆
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
地
方
税

法
の
改
正
に
よ
る
負
担
の
加
重
を

き
た
さ
な
い
よ
う
に
、
昭
和
三
十

八
年
度
に
限
り
、
従
来
の
被
保
険

者
均
等
割
六
百
円
を
五
百
円
に
引

き
下
げ
た
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
お

宅
に
お
送
り
し
た
保
険
料
納
額
告

知
書
は
、
改
正
後
の
率
で
計
算
し

た
も
の
で
す
。

昭和38年度国民健康保険事業会計歳 入

歳 出
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交 通安全区 宣言
産
業
文
化
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
伴
い
、

近
時
、
車
輛
交
通
の
輻
湊
は
目
に
余
る
も
の
が
あ

る
。
特
に
足
立
区
は
埼
玉
県
に
接
し
、
北
関
東
・
東

北
地
方
並
び
に
都
心
・
東
海
道
方
面
に
通
ず
る
重
要

路
線
と
、
こ
れ
に
付
随
し
た
準
幹
線
道
路
の
通
過
車

輛
は
増
加
の
一
途
を
辿
る
と
共
に
、
国
鉄
・
私
鉄
と

の
平
面
交
差
も
多
く
且
つ
交
通
安
全
思
想
の
軽
視
等

も
加
わ
り
、
交
通
事
故
多
発
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は

真
に
憂
慮
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

交
通
安
全
と
そ
の
円
滑
を
期
す
る
こ
と
は
、
国
民

の
均
し
く
希
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
本
区
か
ら
こ
の

痛
ま
し
い
災
禍
の
絶
滅
を
期
す
る
た
め
、
区
民
に
対

し
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
は
か
り
、
真
に
明

る
く
住
み
よ
い
足
立
区
を
建
設
す
る
た
め
、
足
立
区

を
交
通
安
全
区
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

右
決
議
す
る
。

昭
和
三
十
八
年
三
月
十
五
日

東
京
都
足
立
区
議
会

区
議
会
で
交
通
安
全
区
を
宣
言

区
民
こ
ぞ
っ
て
安
全
区
の
実
現
に
努
力
し
ょ
う

去
る
三
月
十
五
日
開
会
の
第
一

回
足
立
区
議
会
定
例
会
に
お
い
て

上
記
の
と
お
り
本
区
を
交
通
安
全

区
と
す
る
宣
言
決
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
趣
旨
の
徹
底
を
は
か

る
た
め
、
交
通
安
全
運
動
等
は
も

ち
ろ
ん
、
平
素
か
ら
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
最
近
の
交
通
事
故
の
原
因

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
歩
行
者
が

交
通
道
徳
を
守
ら
な
か
っ
た
ば
っ

か
り
に
、
車
が
よ
け
そ
こ
な
っ
て

事
故
を
お
こ
し
た
な
ど
、
運
転
者

ば
か
り
の
罪
を
せ
め
ら
れ
な
い
点

が
多
く
あ
り
、
一
般
の
注
意
が
強

く
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
歩
行
者
の
方
は

(
イ
)
近
く
に
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
廻
り
道
で
も
必
ず
横
断

歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

(
ロ
)
車
の
直
前
や
、
直
後
の
横
断
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

(
ハ
)
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
一
人
歩
き

や
自
転
車
の
二
人
乗
り
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

■
車
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び
運
転

す
る
方
は

(
イ
)
雇
用
主
や
、
使
用
者
は
も
ち
ろ

ん
周
囲
の
人
も
、
車
を
運
転
す
る

人
に
は
絶
対
に
酒
を
飲
ま
せ
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

(
ロ
)
無
免
許
で
運
転
し
た
り
、
ま
た

運
転
さ
せ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

(
ハ
)
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
な
い
。

(
ニ
)
道
路
を
車
庫
が
わ
り
に
使
わ
な

い
で
下
さ
い
。

(
ホ
)
横
断
歩
道
ま
た
は
信
号
に
従
っ

て
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者
が
あ

る
と
き
は
、
必
ず
一
時
停
止
ま
た

は
徐
行
し
て
歩
行
者
の
通
行
を
妨

げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(
ヘ
)
学
校
の
付
近
や
、
子
供
が
い
る

道
で
は
特
に
注
意
し
徐
行
し
て
下

さ
い
。

(
ト
)
バ
ッ
ク
す
る
と
き
は
、
死
角
に

子
供
が
い
る
と
き
が
あ
る
の
で
、

必
ず
安
全
を
確
か
め
て
下
さ
い
。

■
道
路
は
広
く
使
い
ま
し
ょ
う

(
イ
)
道
路
を
不
正
に
使
っ
て
狭
く
す

る
こ
と
は
事
故
の
も
と
で
す
。

(
ロ
)
埋
立
工
事
や
、
建
築
工
事
現
場

で
は
、
歩
行
者
の
方
も
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

(
ハ
)
雨
降
り
の
日
は
、
運
転
者
も
、

歩
行
者
も
無
理
を
せ
ず
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

全
小
中
学
校
に
通
学
路
を
選
定

新
学
期
か
ら
い
っ
せ
い
に
実
施

教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
校

児
童
生
徒
の
交
通
安
全
を
は
か
る

た
め
、
全
学
校
に
通
学
路
を
も
う

け
、
こ
の
安
全
な
通
学
路
を
と
お

っ
て
学
校
へ
通
わ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
京
都
が
新
学
期
か

ら
い
っ
せ
い
に
行
な
う
も
の
で
、

各
学
校
長
か
ら
指
示
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
少
し
廻
り
道
に
な
っ
て
も

必
ず
通
学
路
で
通
う
よ
う
ご
家
庭

で
も
ご
協
力
下
さ
い
。

通
学
路
に
は
、
通
学
路
で
あ
る

こ
と
を
標
示
し
、
必
要
な
箇
所
は

駐
車
禁
止
、
ま
た
交
通
実
態
に
応

じ
て
車
の
通
行
止
や
一
方
通
行
な

ど
、
交
通
規
制
を
行
な
い
、
危
険

な
と
こ
ろ
に
は
み
ど
り
の
お
ば
さ

ん
を
配
置
し
て
安
全
を
期
す
る
よ

う
手
配
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。な

お
、
通
学
路
に
面
し
た
商
店

や
工
場
は
も
ち
ろ
ん
、
各
ご
家
庭

で
も
児
童
生
徒
が
安
全
に
歩
行
で

き
る
よ
う
に
道
路
を
狭
く
し
て
い

る
も
の
を
片
付
け
る
な
ど
し
て
ご

協
力
下
さ
い
。


